
う
ち
な
ー
の
み
じ

〜
水
資
源
開
発
と
流
域
連
携
に
つ
い
て
〜

沖
縄
本
島
の
水
資
源
開
発

　
沖
縄
総
合
事
務
局
に
お
い
て
は
、
沖
縄

本
島
の
緊
迫
し
た
水
事
情
に
対
処
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
七
年
の
本
土
復
帰
以
降
、

他
目
的
ダ
ム
の
建
設
を
促
進
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
水
資
源
開
発
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
本
土
復
帰
か
ら
の
十
一
年
は
、
毎
年

の
よ
う
に
渇
水
が
繰
り
返
さ
れ
、
特
に

昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
七
年
に
か
け

て
は
記
録
的
な
干
ば
つ
で
、
給
水
制
限

が
三
百
二
十
六
日
に
も
及
び
、
県
民
生

活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
深
刻
な
水
事
情
に
対
応
す
る

た
め
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
米
軍
陸

軍
工
兵
隊
の
手
に
よ
っ
て
建
設
途
上
に
あ

っ
た
福
地
ダ
ム
を
継
承
し
昭
和
四
十
九
年

に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
八

年
後
ま
で
に
新
川
ダ
ム
、
安
波
ダ
ム
、
普

久
川
ダ
ム
、
辺
野
喜
ダ
ム
、
漢
那
ダ
ム
、

倉
敷
ダ
ム
（
旧
瑞
慶
山
ダ
ム
）
を
順
次
完

成
さ
せ
、
県
民
生
活
の
向
上
と
産
業
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
本
島
北
部
は
自
然
環
境
の
極
め
て

豊
か
な
地
域
で
あ
り
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る

自
然
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
度
に
抑
え

る
こ
と
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ダ
ム
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
る
た
め
ノ
グ
チ

ゲ
ラ
の
人
工
営
巣
木
や
魚
道
の
設
置
、
小

動
物
保
護
型

側
溝
の
採
用

な
ど
、
生
態

系
保
全
対
策

を
積
極
的
に

実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ダ
ム
湖
及
び
そ
の
周
辺
が
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
、
学
習
の
場
と
な
る
よ
う
に
親

水
性
に
富

ん
だ
公
園

や
ダ
ム
資

料
館
な
ど

の
整
備
に

つ
い
て
も

積
極
的
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

復
帰
直
後
の
水
需
要
状
況

ダ
ム
に
よ
る
水
資
源
開
発

自
然
環
境
と
の
調
和
と
保
全

地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
造
り

人工営巣木を利用しているノグチゲラ倉敷ダムへの注水を利用した人工河川 (やんばるの川)



　
沖
縄
は
、
年
平
均
降
水
量
は
約
二
千

ミ
リ
と
他
府
県
に
比
べ
て
多
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
口
密
度
が
本
土
の
三
倍
弱

の
た
め
、
一
人
当
た
り
の
平
均
降
水
量

は
本
土
の
半
分
以
下
と
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、

加
え
て
、
河
川
が
急
勾
配
で
短
い
と
い

う
地
形
特
性
か
ら
、
水
を
安
定
的
に
利

用
す
る
こ
と
が
難
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
小
雨
傾
向
が
続
く
と
河
川

か
ら
の
取
水
量
が
著
し
く
減
少
し
供
給

量
が
不
足
す
る
こ
と
に
よ
り
需
給
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
渇
水
状
態
と
な
り
ま
す
。

　
ダ
ム
を
活
か
し
た
水
源
地
域
の
自
立
的
、

持
続
的
な
活
性
化
を
図
る
た
め
、
水
源
地

域
の
自
治
体
、
住
民
等
が
ダ
ム
管
理
者
と

共
同
で
、
水
源
地
域
活
性
化
の
行
動
計
画

と
な
る
「
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
・

推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
福
地
ダ
ム
・
新
川
ダ
ム
の

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
た
め
、

学
識
経
験
者
、
住
民
代
表
、
沖
縄
県
関
係

部
局
、
東
村
役
場
、
沖
縄
総
合
事
務
局
で

構
成
さ
れ
る
「
福
地
・
新
川
ダ
ム
水
源
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
」
を
平
成
十
四

年
九
月
に
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
、
本

委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
今
年
度

中
に
「
福
地
・
新
川
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
策
定
し
、
諸
施
策
を
推
進
す
る

予
定
で
す
。
　

　
羽
地
ダ
ム
は
、
現
在
試
験
湛
水
中
で
あ
り
、

平
成
十
六
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

大
保
ダ
ム
は
、
平
成
十
四
年
八
月
に
脇
ダ
ム

本
体
工
事
を
発
注
（
本
ダ
ム
本
体
工
事
に
つ

い
て
も
平
成
一
四
年
度
中
に
発
注
予
定
）
し
、

平
成
二
十
一
年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
億
首
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
本
体
工

事
に
向
け
、
用
地
買
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
は
、
県
民
の
生
活
水
準

の
向
上
や
観
光
客
の
増
加
等
に
伴
い
水
需

要
は
益
々
増
加
す
る
状
況
に
あ
り
、
水
資

源
開
発
は
引
き
続
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
目
的
ダ
ム
に

よ
る
河
川
流
域
の
治
水
対
策
と
合
わ
せ
た

水
資
源
開
発
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
】

多
目
的
ダ
ム
建
設
事
業

今
後
の
展
望

※平成13年度の生活用水日最大需要量は実績値
※平成23年及び30年度の生活用水日最大需要量は沖縄県企業局水道計画予測値
※直轄ダムからの安定供給可能量には既得用水及び倉敷ダムによる安定供給可能量を含む

河川流域等からの供給量

多目的ダム事業　10年後の展望
（羽地ダム、大保ダム、億首ダムが完成）

生活用水日最大需要量

沖縄本島生活用水水需給計画図
直轄ダムからの安定供給可能量



た

ま

み

じ

沖縄本島

　
平
成
九
年
度
の
河
川
法
改
正
に
よ
り
、

河
川
整
備
計
画
策
定
に
は
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

計
画
か
ら
管
理
ま
で
市
民
が
参
画
す
る
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
市
民
団
体
の
活
動
が
活
発

化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
と
も
に
、

行
政
と
の
役
割
分
担
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
組
織
活
動
を
一
層
充

実
さ
せ
、「
川
づ
く
り
」へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、

市
民
団
体
の
横
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る

こ
と
と
行
政
と
の
協
働
体
制
を
考
え
る
も

の
と
し
て「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が

発
足
し
ま
し
た
。

 

「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
活
動
内

容
及
び
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
構
成
団
体
の
活
動
状
況
、
河
川
に
関
す

　
る
様
々
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
構
成
団
体
の
活
動
状
況
の
報
告
会
や
勉

　
強
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
日
本

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
、
「
沖
縄
玉
水
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
発
足
を
記
念
し
、
水
と

川
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
討
議

す
る
た
め
「
沖
縄
の
水
と
川
を
考
え
る
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
平
成
十
四
年
九
月
十
六
日

（
月
）
、
具
志
川
市
立
川
崎
小
学
校
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
河
川
愛
護
団
体
、
川
に
係
わ

る
各
行
政
機
関
、
学
校
の
先
生
、
川
づ
く

り
に
携
わ
っ
た
施
工
業
者
等
約
百
四
十
人

が
参
加
。
六
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
活
発

な
意
見
・
情
報
交
換
や
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
用
を
紹
介
し
ま
す
。

　
沖
縄
本
島
の
水
供
給
は
、
本
島
北
部
の

ダ
ム
及
び
河
川
か
ら
の
供
給
が
そ
の
大
半

を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
水
供
給
負

荷
を
今
後
と
も
本
島
北
部
に
求
め
る
だ
け

で
な
く
、
雨
水
や
下
水
処
理
水
等
の
有
効

活
用
、
節
水
対
策
の
推
進
を
特
に
中
南
部

で
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
等
に
つ

い
て
討
議
し
ま
し
た

１
、「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
成

河
川
名

奥
川

奥
川
に
ア
ユ
を
蘇
生
さ
せ
る
会

行
政
沖
縄
総
合
事
務
局
河
川
課

沖
縄
県
河
川
課

報
得
川

報
得
川
と
美
海
の
会

長
堂
川

長
堂
川
に
清
流
を
と
り
も
ど
し

山
川
の
生
活
環
強
を
よ
く
す
る

会

国
場
川

国
場
川
に
清
流
を
と
り
戻
す
会

久
茂
地

川

久
茂
地
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会

安
謝
川

安
謝
川
を
き
れ
い
に
す
る
住
民

の
会

牧
港
川

牧
港
川
を
き
れ
い
に
す
る
市
民

の
会

白
比
川

白
比
川
の
自
然
を
残
す
会

比
謝
川

Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
・
比
謝
川
実
行
委

員
会

比
謝
川

比
謝
川
を
そ
生
さ
せ
る
会

天
願
川

具
志
川
市
水
と
緑
を
考
え
る
会

幸
地
川

幸
地
川
を
蘇
生
さ
せ
る
会

源
河
川

源
河
川
に
ア
ユ
を
呼
び
戻
す
会

団
　
体
　
名

２
、「
沖
縄
の
水
と
川
を

　
　
　
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

第
１
分
科
会
「
水
利
用
の
あ
り
方
」
〜

中
南
部
の
自
助
努
力
〜

座
長
：
神
山  
満
夫
（
比
謝
川
を
そ
生

さ
せ
る
会
）

第
２
分
科
会
「
河
川
の
浄
化
対
策
」
〜

特
に
畜
舎
廃
水
に
つ
い
て
〜

座
長
：
崎
山  

正
美
（
久
茂
地
川
フ
ェ
ス

沖縄玉水ネット構成団体活動河川位置図

流
域
連
携

「
玉
　
水
」と
は
・
・
水
滴
状
の
水
が
、光
を
受
け
た

  

時
に
キ
ラ
キ
ラ
と
光
り
輝
く
様
を
い
う
。

  

そ
の
状
態
が
ま
る
で
宝（
＝
玉
）の
よ
う
だ
か
ら
玉

  

水
と
い
う
。

う
ち
な
ー
た
ま
み
じ



　
河
川
環
境
問
題
の
大
き
な
柱
と
し
て
水

質
問
題
が
あ
り
、
そ
の
最
も
大
き
な
要
因

と
し
て
畜
舎
廃
水
が
あ
り
ま
す
。
畜
舎
廃

水
に
対
す
る
法
整
備
が
な
さ
れ
、
本
格
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

様
々
な
課
題
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
整
理
し
解
決
策
を
模
索

し
ま
し
た
。

め
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
官
と
民

の
役
割
分
担
、
責
任
の
所
在
等
を
踏
ま
え
、

新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

　
川
づ
く
り
に
本
格
的
に
住
民
が
参
画
し

た
天
願
川
の
事
例
を
紹
介
し
、
住
民
参
加

の
川
づ
く
り
の
課
題
等
に
つ
い
て
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
沖
縄
の
水
と
川
を
め

ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
が
、

課
題
解
決
に
向
け
て
、
今
後
も
地
道
に
取

り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
、
地
域
住
民
、
関

係
機
関
の
協
力
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、

「
沖
縄
玉
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
連
携
の

輪
を
更
に
拡
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
沖

縄
総
合
事
務
局
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
課
題
に
対
し
て
地
域
住
民
と

行
政
が
協
働
で
取
り
組
む
最
初
の
一
歩
と

な
る
も
の
で
、
そ
の
歩
み
を
「
継
続
」
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
あ
た
り
、

御
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
河
川
愛
護
活
動
を
継
続
し
発
展
的
に
取

り
組
む
た
め
、
活
動
組
織
の
若
返
り
方
策

や
魅
力
あ
る
活
動
方
策
に
つ
い
て
、
議
論

し
ま
し
た
。

　
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
河
川
に
お
け

る
総
合
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
校
現

場
で
の
取
り
組
み
と
問
題
点
を
議
論
し
ま

し
た
。

　
河
川
管
理
を
市
民
グ
ル
ー
プ
が
行
う
た

３
、
お
わ
り
に

第
３
分
科
会
「
魅
力
あ
る
河
川
愛
護

活
動
の
取
り
組
み
」
〜
活
動
を
継
続
す
る

た
め
に
〜

座
長
：
神
山  

吉
朗
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
・
比

謝
川
実
行
委
員
会
）

第
６
分
科
会
「
魅
力
あ
る
川
づ
く
り
と

住
民
参
加
」

座
長
：
寺
田  

麗
子
（
久
茂
地
川
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

第
４
分
科
会
「
川
で
の
総
合
学
習
」

座
長
：
松
本  

好
郎
（
報
得
川
と
美
海
の

会
）

第
５
分
科
会
「
市
民
グ
ル
ー
プ
と
河
川

の
あ
り
方
」
〜
市
民
と
行
政
の
協
働
に

つ
い
て
〜

座
長
：
高
平  

兼
司
（
具
志
川
市
水
と
緑

を
考
え
る
会
）

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

第１分科会第２分科会

全体会議 住民参加による川づくりの事例全体会議

第６分科会

水利用のあり方について討議する参加者畜舎廃水対策について説明する参加者

分科会の報告を聞く参加者 第５分科会でまとめた内容について報告する座長 （ 天 願 川 ）

住民参加の川づくりについて説明する
「具志川市水と緑を考える会」の会員


